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はじめに

「小原闘jj先生の宗教教青(本学紀要第14号〉の中

で，私は小慰の宗教観の離略を論乙，その後，畿の教育

勅語観・労作教育・道徳、教育と議べているうちに彼の信

仰がいわゆるクリスチャンのものと何か黙なった形のも

のであるような感じがしてきたのであるの

その信仰は汎神論とも違う，その何か違う点について

今i司法探って行きたし、と思う o結仰は個人的なものであ

り，その人と符!との関係であるから，他人がとやかく言

うべきことでiまないかもしれなし、。しかし，小限の宗教

・括仰を探ることによって私自身の信仰の犠拠のみなら

ず，今年95周年を迎えた弘前学院の教育理念?キジスト

教に基づくJという点が明確になってくるのではなL、か

と思うので為る。

このことのためにまず日 キリス

者たちが告白しているところの信仰告白はいったいどう

いうものであるかということを見てから論を進めていき

たいと思う o

「日本基督教組信仰告白ω
我らは前じかっ告白すD

!日新約艶書は，持の窓感によりて成り，やりストを

設し，捕許の真理を訴し教会の拠るべき唯一の正典な

りo きれば聖書は盟主によりて，神につき，教ひにつ

きて，全き知識を我らに与ふる事tの設にして，信事tと

生活との誤りなき焼範なり o

主イニcス・キリストによりて啓示せられ，型書にお

、て経せらるる唯一の神は，父・子・聖設なる，三位

坪 購 子国

Nobuko Tsubota 

一体り持広ていましたまふ。揚子拭我ら罪人の救ひの

ため~c:.人と成仏十字架にかかり，ひとたび日を全き

犠牲として神にささげ，我らの韻ひとなりたまへり。

神は恵みをもて我らを選び，ただキリストを信ずる

{計専により，我らの罪を救して義としたまふ。この変

らざる恵みのうちに型霊は我らを潔めて義の果を結ば

しめ，その鍔業を成就したまふ。

教会はキリストの体にして，恵みにより召された

る者の柴ひなり。教会拭公の礼拝を守札禎奇を正し

く意ベ鉱へ，パブ。テスマと:1:0)説餐との盟ネし典を執り

行ひ，愛のわざに励みつつ，主の鴇:び米りたまふを待

ち盟む。

我らはかく信心代々の醍徒と共に，夜佐伯条を告

白す。

我は天地の造り主，全能の父なる:fEIIを信ずの我はそ

の独り子，我らの:1:.イニむス・キリストを信ず。主辻

醸笠によりてやどり，処女・マリアより生れ，ポンテオ

・ピラトのもとに:悲しみを受け，十字架につけられ，

死にて葬られ，除詩にくだり，三日刊に死人のうちよ

りよみがへり，天tこ昇り，去を能の父なる神のおに坐し

たまへり，かしこより来りて，生ける者と死ねる者と

を帯きたま詰ん。我は盟霊を信ず，聖なる公開の教

会，盟徒の交はり，罪の赦し，身体のよみがへり，永

遠の生命を信ず。ア…メン。」

日本蕊餐教聞が成立したの拭昭和16年(1941年)6月

24日であり，詰抑告白が制j定されたのは昭和初年10月26

詩であるから，小原が受洗した鹿克島師範時代(明治38

年4月---42年3)わ此はあてはまらなし、小!京が『教育

の観本問題としての宗教Jの中で訪っている，

「けだしき?人は絶対唯一の神官奇定するものではな

L 、。……結潟は万有在神論(2)まで進んでほしL、。私の立

場からは，神?こ記られている倒々の霞人の撃はこの絶対

唯一の神の分身，分社i，麟現と見たいので島る。個々の

縁人の霊に神性を認むるということと絶対唯一の神を認
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むるということは必、ずしも矛毘することではないc紛jと

いうことは，小原の京教観の結論的なものなのであろう

か。彼は立教師ミス・ランシングの感化を受け，鳥島真

治牧師から受洗，生涯自らをキリストの弟子としての自

覚を失なわなかったはずなのに，この「キリスト教の話

仰と万脊記神論とは矛的しなし、」という考え方が小誌は

汎持論者では設いかといわれる所以であり，グリスチ

ンではない，といわれる所以となっているのではないだ

ろうか。

それで辻キリスト教の神観から万有在持論へと小擦の

信仰は持をもって変化したのか，初めからそうであった

のか，キリスト教の{g停と万有主持論は矛盾しないとす

る新しい宗教観をどのようにして育てられたのかを，ノj、
援の京教観に大きな影轡を与えたと患われる先人たち，

特にシュラィェノレマッヘル，波多野精一，問問幾多部の

著議の中から見ていきたいと忠、う岳

I.宗教的要求

京教の要求は「実tにそれは自己に対する要求であるむ

自己の致命についての饗求であるの絶対無限の力に合ー

して，これむよって永遠の英生命を得ょうとする要求で

ある。休日と述べており，さらじ「ジェームズに『信ぜん

とする窓才~J1 (Will to Believe)とし、ぅ名著があります。

鑓仰というものは意志ではなL、そんなものではないの

やむtこやまれぬ内からの要求なのだ。島然に湧き出る)民

のようなものだと思っていたのが，この本を読んでみた

ら，ジンジンと信侍する心，生きる窓志，勉強する意志

という，他事芯なる落、志，善人になる意志，美しい，むをど

持つ意宏、ということを痛感するようになりました。(寄りと

いっている。!3cに対する要求とは何か。自呂とはそん
なにも深淵なものなのであろうか。自己の主命は果して

永議集識なものとどこで結話、つくのであろうかむ

f善の研究Jで諮ら

れてし eるのとまったく問じであるのそれは「宗教的要求

は自己に対する要求で、ある，自己の生命に就いての繋求

であるc 我々の自己がその相対的にして右i設なること全

党支nすると共応，絶対無限の力に合ーして之に由りて永
遠の真生命を得んと欲するの要求であるむパウロが就に

fわれ生けるにあらず某督我にありて生けるなりiとい

った様~~，肉的生命の}してを十事架に釘付け7 りて独り

神に出りて生きんとするの指であるの真正の宗教誌自己

の変換，生命の革新を求めるのである。 w基替が十字架

を取りて我に従わざる:者は我に協わざる者なり』といっ

た様に，一点詣告日を信ずるの念ある間は米t::真正の沼
教心と泣いわれないのである。(6:りで，この中で、引用され

ている型旬は，小捺のクリスチャンとしての基撃となっ

ているものだとして，鯵坂三夫がその著諮問、I~日教育J

の中に示している盟旬で為って，前者はガラテヤ人への

手紙第2章 19'""'-'20節であり，後者はマ/しコによる謡音二

議第8京34'""'-'35鰐である。

この宗教的要求は自己に対する要求であるという考え

方はシ品ライ思ルマッヘルもず京教諭Jで述べている託

業である。少々長くはなるが何故我々が宗教を求めるか

という深い意味が設い表わされているので『京教議3か

ら引用してみよう。

日者君の得点知のようι和11は不変の法閉じ従って白日

を強制し，その体大な創作を蕪i浪に翠るまででよ分し，あ

らゆる一定の存配をば互に措抗する唯二つの)Jの融合か

ら成立させた口従って神はその永鴻の忠、却をもすべて，

これを二つの互に相戦いつつも1mもにその綿子によっ
てのみ存立するところの，分ち難い控生児のをで実現さ

ぜたのであったのかかる物体的世界全体の真只中に泊る

こと，それは諸君のうちの最も良き教育を玄汁た者，最

も考え探いrrにとっては，相反する力の:永遠に止まると
ころを知らない戯としか思われないだろう。一切の生命

は，不艇の損取と}x携の結果ι過ぎないし，あらゆるおh
物は，自然の二つの根VJ;1力，即ち鴻ける如き自巴吸引))

と活気撮る自己拡充カとを特殊な仕方で輯結合し旦つ間

持することによって初めて一定の存主たり得る合精霊と

難もこの世界に移航されるや否やかかる法期に従うべき

もののようにJt!.'¥われる。あらゆる人間の魂は，一ーその

一時的作用もその存F在の内部j特性も，がjれもかく jιわし

めるが一一一二つの和詰抗する衝動の所産応外ならないn

一つの衝動はその魂をとり閉むすべてのものを自己のも

とに引きょせ，これを自日の生市のうちに織り込み，で

きることならこれを自己の最も内的な本質のうちに全部

吸収しつくそうとする努力であるO もう一つの衝動は，

人[自の魂白身の内的な自我を内から外へと愈、々拡張し，

これを以て一切な戊ぬき，一見にこれを頒ち子え， T臨も

自らは決して澗渇すまいとする顕望である凸前者のHざ

すのは平楽であり，自日のもとに屈議するところのもの

を一つ一つ日がものとしようと努力するc 従ってこれら

の一つを捉えるとその活動はしばしば一時鎮静するが，

やがてまた次のものにと向ってただ機械的に鶴きかけて

行くのを常とする合後J号はこうした本楽を車道蔑する，そ

して専ら成長し且つ向…としてゆく活動にのみ向うの従っ

て個々の事物，個々の現象に誌日を留めようとしなし、凸

と云うのはこの衝動はそれらのものを員くものであり，

語もそれが到るところで発見するところの力と実体と

は，その樟j動力合破壊するものに外ならないからであ

るのその能動が欲するところはー拐を浸透し尽し，一切

のものを理性と庭出とで充満することである。かくして
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この議j動は，まっしぐらに蕪限者へと向い，安IJる所に自

由と連捷，力と法則，正義と適合を追求するとともにま

たこれを実現して行く。{町

ここに小療がし、つも首つでいる反対の合皿、ブ、ルノー

がし、っているとし寸反対の合一 (coincidentiaopposi-

torum)が鰐らかにされたのではないだろうか。私た

ち，人間がなぜ，いつも相反するものに対して蝦間しな

ければならないかということも理解されるのではないだ

ろうか。私たちが抜きているということ，そこにはいつ

も二者択一の選択が要求されるcそこから，京教を求め

る心が島ずと拐き出てくるのではないだろうかむこのこ

とに関してシュラ fェルマッヘル拭及している。

「京教が各人の護れた心の庇から岳づから必然、に幼~

上がること，宗教が無制限に支配権を援う間有の制土拡

心情-のうちにあること，そしてその最も内なる力によっ

て最も気高い人，最も秀でた人を!恭助ざぜ，その内的本

性に応じて認識されるにふさわしいものがあること，こ

のことを弘は主張し，また喜んで謡館したし、。(8)j

京教は心のまからの要求であることは小原が繰り返し

Zまっている 1宗教は者人生命の要求である。(9)jと，こ

のことはさらに両信の;与えと同じであるの小凶は困問の

言葉を引用して京教的要求という彼の館なしめくくって

いるO

11出ニ住々fUJ故に宗教が必袈であるかなど尋ねる人が

あるの併しかくの如き陪は併故?と生きる必要があるかと

いうと持ーである。京教は己の生命を離れて存するので

はない，その要求は生命其~'1告の要求で、ある。かかる鼎を

発するのは自己の生涯の箕面目ならざるを示すものであ

る岳真需品に考え真訟に生きんと欲する者拭必ず熱烈なる

う宗教的要求を感ぜずに誌活られないのである合総J

京教は一個の人間として務己の有限さに気づいた時に

無限へと飛びたとうとする強求，欲求で、あり，そのたど

りつくところの司標ではないだろうか。自分の有識さに

気づくということ拭自己の何たるかを理解することであ

り，自分の軒在の意味を考える時であると思う o

波多野料、.も言う。 1宗教は理性的儲{遣に絶対的実主主

に於げる基礎を与えるところのものである。それ故じ人

格的生活の最深き要求，最高き理想に実在的損拠を供す

る点に於て，京教は人格を成就し，人格を完成するoQ~j

結昂，宗教試問いたり，教えられたりするもので誌な

く，個々の人格のうちに，それぞれが体験することによ

って期解するものであり，それぞれが心の奥底で、宗教の

必熱性を感じとるものであると思う o

n.宗教の本質
小原は言う 1逆境を感議し，索~試練ι患い，不幸
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部翠寵， I思賊即感謝との境地が突にう宗教の極致なのであ

るむきむこの不撃を恩寵とし，述、知:な感謝とする境地に至

るその族観と感情について，シ品ラィェルマッヘルもま

たそれこそが宗教であるとしているむ即ち 1宗教の本

質は，忠堆でも行為でもなく， I立観と感d情であるo宗教

は宇宙をi直観せんとし，宇宙自身の表現と行為との中に

在って，敬撲の念:を以て宇宙に耳を傾けようとする。宗

教拭小児のような受身の態度で，宇簡のIF{接の彰響に依

ってとらえられ，充たされようとするの紳Jと言っている

が，この宇備との関連は西部幾多郎が雷っている?宗教

とは神と入との関係である。神とは，種々の考え方もあ

るであろうが，立を宇'd干の根本と見ておくのが最も議当

であろうと忠うJ刊という宇宙と同じなのであろうかむ

シ品ライ思/レマッヘ fレの宇~1Iは一見したところ，キリ

スト教の唯‘の神とi主連うようにとられるcキリスト教

の場合，神を宇宙の背後にある創造者と自分というふう

にとらえるのではないだろうか合内田幾多部の場合の神

が字詰の張本であるとする，その宇宙の根本を餅造者と

巧えていると理解すればよいのであろうか。

シュラィ品ルマッヘノレも小原もキリスト:者であること

にはちがし、ないのであるが， {υj故二二人とも宗教の本質を

組対者なる唯一の持と設定しないのであろう。

f宇宙は間断なく活動し，我々に各瞬間に自己を務訴

している。宇宙が産出するあらゆる形式，宇なが住金の

充実に従って各々別例の存在者，宇宙がその農寵にして

常に多摩な飴から詑ぎ ~Uすあらゆる出来事は，宇宙の我

々に対する行動であるoかくしてすべての個物を全体の

一部として，すべての制服されたるものを無限なるもの

の表現として受取ること，それが宗教で為る o~事J 無限な

るものの表現，個々の入部であれ，自黙であれ，被造物

として認識すること，掛り主と造られた者とがあるとい

うこと，部ち神と人との関孫，そして， グリスチャンで

あるならば，その造られた者として感じとること， f中分

者としてのイエス・キリストがし、つも戸の外から))i¥をた

たいていることに気がつくこと，そこに宗教(信仰〉が

生れるのではないかと考えるm

f宗教の世界は， f器物がその本来の意味T生き，人格

が独立した存租として存在理指を有ったところの世界で

あって，スピノザの汎持論的立場とは本質的に異種の立

場に立つものといわなければならなし、。人は担部tこして

宇宙を知るのか。我々の現実のごt活の中には一つの瞬間
がある。その一つ一つの布限的存在が無関の意味を脊

ち，偶然的時期的出来事が永遠性を帯び現れる瞬間であ

る。縛jこの中で汎持論者ではなし、かと誤解を生むような

ことをシ品ラィェルマッヘルは言う，

「京教は，信じ且つ感じている人々を一つの器部，一
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つの感摺の上に捉えようとiましない。勿論，宗教iむ字

街を痘寵することがなおできない人たちの自を開いてや

ろうと努力するの車内で、あるからして，宗教をキリスト教

と娘定することはできないし，限定する必要もないこと

である。

宗教iまこの自分が被造物であることを知ることであ

る。小諜がシ品ラィx.!レマッヘルの「絶対婦{衣・誌編感

情jを強調しているが，これは「私たちの被造者感情と

同じであるoUWJと設。オヅトーは彼の箸議 f盤なるものJ

でいっているg 豆.オヅト…ιよるとこの被造者感とは

「畏怖の感靖Jであるというむさらに I客体的に感じ

られる議継に対し，自分の空;払無価値，藍であり択で

あり無であると感じることに誌かならなし、むかつ宗教的

f謙遜』のいわばヌウメン的素材であるJ町「この依属

感情を私以外の諏ι導き考えつつ婦紡して初めて，人は

神的なもの吉身に出会うことになるだろう。仰Jというこ

とが言ぎわれている。

主主たちはこの被造物としての連帯感から愛を実践する

ことになるので、はないだろうか。

被造者だから創造者に故属している。被造者の存在は

創造者なる持の存荘ι依存しそり存在の一部である。こ

の被造的存主は，書Ijj告者じ臼ちを支えられる存在〈現存

主〉を感謝することだけで議うるの感謝に始まり，讃突に

終わるの従って入院は持と矛感し， 自己と矛}召し，感謝

と讃美を失なうのこれ誌罪の最大のものであるが，人間

からは自分からは克識できなし、りそれを克服できるのは

臨震の持の行為のみであり，それは奇蹟蹟、でで、あり鰹

蹟で為る。私たち神右を古C~受2け容れ，肯定し，感謝すること

辻私たち自身のわざでなく，塑霊の賜物であるの

シュライ品/レマッヘルも西田幾多郎も宗教の本質を

「知と愛Jとして一章にまとめ上げているが，この愛の

実践こそが宗教なとらえたものの生活であると思う D

「宇官室観の機会は生活の到るところに見出すことが

できる。生活の中には『無取に向う幾つかの通路，弱り関

かれた牒盟があるc 何人ものと前を通過することによっ

て，彼の感能が宇宙に至るべき滋を発見するoJl(R153)仰

こうした通路は自熱よりむしろ人間性 Menschheitの

発見にある。もとより人間性そのものは宇市ではないが

f人間性と宇宙の関係は， {醤々の人間と宇宙の関祭と等

しL、。Jl(RI04)人間性〈そしてそれはやがて宇宙の発

見であるが〉泣酒々の具体的人間との現実的人間との現

実の関係拡おいて捉えられる。1221Jさらに，自我以外の

確実な害在宅ど知らない孤独な人鰐，一切の存在を自我の

所産と考える観念:の世界では宇泌を見出きれなし、提っ

てそこには宗教は存寝しなし、……しかし彼が F愛にお

いて又愛を通してJ詰己の詰に立つ真の人格を見出す

時，設はもはや離に偶黙な-{I，母体ではなくして必完全的人

轄であるゥ彼は人間性の又さらに広く

機でなければならない岳部ち彼は白日と全く相反する汝

との自己同一性を岳覚する時に既に人間性を発見し人間

性に立っている合人関性の発見なしに在、と汝との自己詩

一性の由党批存在しない。そして彼は自己の人間たる存

在，部ち人間性を発見することむ依って哀の弱体，真の

人爵となるのである。人間性の{肉体的限定としての自己

の存在の自覚はやがてまた字自の発見を意、味する。彼は

この具体的な汝において彼等の創造主たる神に相接して

いるからである。宇宙を直観する者は，自白の被造物た

ることを知る者でなければならない。腕Jこの人間性広つ

いては小援が最も強調している部分である。

「真剣に生きょうとする人には，いくら宗教を不必要

広しようとしても不必裂にすることが出来なし、生命の

必然の要求であり，手子な生命そのものであるから。人間

内部の事実であり，外から{禁りて来て附加されたもので

ないから部人間内部の本質に必然的に存在する事実であ

るから申だから一同からいえば，誕の人間になることで

る。シュラィェルマッヘルのいう如く，入jになるこ

とである。真の宗教をつかまんとすることは爽の「人j

になることである。先ず「人Jを見出すことである。儲j

さらに行人 iこまで、進むためには，神を/兵lLZせずにi丸

神なしには，ぅ日教なしには行かれない口……「人jの研

究 I人」に徹すること，それが真に神に帰弦し， 'Je'l苛

の根元に帰ることである。また神を}I::.掘し発品し，神に

信頼し還元するιあらまれば「人jめ発見は出来ず，自
己を知ることも出来ないのだと忠う ol25lJ空;閉された幻影

のイメージの人間ではなく，現実的人間になることによ

って，誕の自放を発見することによって神との部浩漢と

の正しい関係が成立するのではないだろうかつ

西国幾多長ISも誘っている I宗教とは神と人との関係

であるω'oJさらに「枚々の持と辻天地えに出りて位し万

物えに出りて育する千街のr"rr括的統一力でなければ之ら

ぬ合このほかに神というえ主制ふ i比の如き実在の続本に

於て患に人格的意義を認めるとの意味でなくてはなら

ぬ。又，我々はこの告然の棋成比於て又昌己の根底に於

て直に神を見ればこそ神に於て無限の緩かさを感じ，我

は持に於て生くという京教の真髄ι速することもできる

のであるつ神に対する裁の敬愛の念はPH:此中より出てく

ることができる問。J

ら宗教の本繋を次のよ

うに定義づけているc即ち I期性的{語i重を絶対的実在

の顕現として体験すること，こ

と名づくべき方向と渡と呼べるべき方舟とを合せ体験す

ること，私達自身に於て，紹越的にして，しかも内在的

一部一
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なる絶対的現実性そのものを体験すること鎚j である。

ここに宗教の内極性と起地性と L、う吉葉がでてきたので

あるが，小識はシ品ラィェ/レマッヘノレのいう絶対帰依感

情には， r超越的と内在的とのご二つが含まれておるの(笠llJ
とL寸 oつまり， rw最高者としての神を尊敬すること
と w父としての持と自分が総縁であることを感ずるこ
と2との二事実がある。絶対者・最高者・第一原期，権

威一行・無線者でなければ帰依の念は組らぬわけであるの

同時ι，あまりに近づき難き恐しき異質的な 11で、も限

るわそこに辻肉親の裁のま11き父か母かの如き慈愛の力で

なければ神や仏の懇愛に抱かれ得ないわけであるむが，

つまり宗教の本質は，この神にもii訣し合一するところι

あるD 搾人の合ーであるの(滅J

宗教の内在性，紹融性については次の「神についてJ

の唄で述べよう。

!日.神とは

小涼は言う r永劫に動きのない宇備の根本を把握し
ておればいいのである。主にありてだ凸神様さえ摘まえ

ておればへこたれ訟いですむのだ。申告Jと小原はここでザセ

宙の根原(弘リ m 神としているが，出i立が『菩の研究』の

iドで言っていることと同じである。即ち r神とはこの
とF告の根本をいうのであるの神とすf留との関係は芸術家

とその作品との如き関孫ではなく，本体と現象との関慌

である。字情は持の所作物ではなく，神の表現

manifesta tionであるの外は日月J{肢の運行より内は人

心の機徴に至るまで悉く神の表現でないものはなし、。我

々拡tl:t手の物の根紙に於て一々神の詰光を梓することが

できるのであるの

我々は自然、の現象を研究すればするほど，其背後に一

つの統一カが支配して居るのを知ることができるo

持拡自然の鍛転に於て一つの統一力の支配を認めるよ

に，内は人心の棋抵ιも一つの統一力の支配を認めね
ばならぬ。人心は千;決万態殆ど定法なきが如くに見ゆる

も，之を達観する時は富今に通じ東凶tこ-lfりて悼大なる

統一力が支配して去る様である。;更に進んで考える時

は， 自然、と精持とは金安全没交捗のない高ーではない，彼此

寵諸の関誌があるの我々は此ニおの統一ーの製紙ι更に大
なる唯一カがなければならぬ。……略……。

熱らばかくの如き意味に於て宇宙の統一者であり，実

在の般紙たる神とは如何なるおであろうか。精神を支配

する者は精神の法則でな吟ればならぬ口

の作用の薬合ではなく，その背後にーの統一力があっ

て， 1比等の現象はその発現であるの今，統ゐカを入院と

名づくるならば，空!Jl'ま宇宙の棋抵たる一大人格であると

いわねばならぬの鉢j
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この西田のいう持を一大人格と見なす場合，波多野精

一4が論ずる r神の人格性jとはどのように結ぴつくの
であろうか。

「神を人格として表象することは，殆凡ての生きた宗教

の共通の特徴であるoOaJそして f神の人格性の問題と関

述して世擦なのは，事~の路磁性と内在性(transcendency 

and immanency; Transzendenz und Immanenz)の

i弓-性の問題である岱

現実の世界に瀦足せず，その苦悩，その無能力，その

して，それ以上の世界，一房副き実在に於

て真の議足，真の幸福を求むることこそ頁の宗教的要求

である。

神の内在性のみに満足せず，世界とーならざる神を主

張するが，私達の承認する人格神論の特徴の一つであ

るの帥」

人務は有限であるのに持を例性のある人搭と見なすの

は荷故か，無践であり絶対であるはずの神を一人の人務

とみ在すことの意義がここで明かにされたが，シュラィ

ヱルマッヘル拭果して持をどのように凡ているのであろ

うか。

fシュラィェノレマッヘルは宗教を高次の実在主義だと

いったのもしその実恋を神と呼ぶならば，神はすべての

生ける宗教の償却対象である。もし宗教から神を除くな

らば，それ拭結局人鰐の主観的一状態単記る気分という

ことに尽きる。信何者にとって神は拐めであり終りであ

る。車内又 rシ品ラィェノレマッヘノレの神は単なる趨議者
でもなければ， また単なる内在者でもなし、。若手寵的な実

体としての持を語り得ないことを知った彼誌，神を論ず

ることによって人を論じ，人を論ずることじよって神を

論ずる弁証法的方法以外の道を知らなかった岱 『孤立せ

る神』は援にとって無に手しし、。彼は持を論ずるために

既に人を論じている。帥」

小原の宗教，神のとらえガはまさにシュラィ .:r.Jレマヅ

ヘノレのものではないのだろうかの

お井次郎は『シ品ライ且ノレマッヘル研究2においてシ

ュラィェルマッヘノしの『宗教諭Jだけを読んでも理解し

えなかったところのシュライエルマッヘルの神について

述べてL、るの

fシ品ラィ aノレマッヘルは信仰論36節以下で神につい

て展開する『すべての宗教的感情の根本原建立をここに定

立し，これ合完全に叙述しようとすれば，決のごとき命

題になるの埠ち有限的存在の総体辻，ずこだ無i裂なるもの

に依存することにおいてのみ存在するというのがそれで、

ある o~ (36-1)信仰各誌，有|現者として一歩・歩無限者

の前に立ち，その絶対依存性の自覚を新たにすることに

よって詣仰者たるのであるの伺」
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「神は知fiiJなる場所にも掛定きれないとともにまた如

荷主る場所にも在し給う。淑jとシ品ラィェノレマッヘルが

いっているように，閥旧も古う rすべて我々の精神を
支出己ずる宇宙統一の念、は持の自己同ーの葱;Jまであるとい

ってよかろう O 万物は神の統一じ111りて成立し，神に於

ては凡てが現実であるc持拡能動的であるの持に拭過去

も未来もなし、。時間，空間は宇宙的意識統一に出りて生

ずるのであるむ神に於ては凡て泣現裂であるの同j

ギヤザスト者は神が今なお私たちに，たえず掛きかけ，

呼びかけて下さっていることな信ずる。そのためには心

の耳をすませ，傾けなくてはならなし、。

i勾荘性を主張するむこの内荘性が

と脱閉されているのではないだろうか。小

諒は「超雌性，内荘性は論理的には矛毘のようだが，こ

の鵡世界的，絶対的なものを鰐体としての苔誕の生命の

深輿において体験し，永劫的で，常性的なものを，時の

流動の小に体験するということ，これが概念的理解を超

えた.!!Pち概念以前の知識誌上の世界であって，京教の

根本的事紫で三うり， これが京教的体験の秘義 mystery

であるJ幻といっているが，この神の鵡越性と内在性を
解く鍵は何なのだろうか。汎神論の立場からすれば，

「神の内在性誌当然のことで，神を唯一の実在とする一

元論とするが，とれ拭自然主義の場合に，平等一如なる

実在のrf:tに万象を投入せしめ，永久不変なる法則以外に

しなL、~~J しか L. rfnJ~撃かの

意味，何等かの姿tこ於て，神のP'J在合体験しない宗教は

要するに宗教の死骸であるに潟ぎないだろう恐かくして

人格的生活がその頂上に登りつめ，心髄を最明らかに発

揮したとき，宮、述が最もよく良らであり，己自らを買き

得たとき，私達は最自由であり，最独立であり得たと

き，私遣は最初に，また蟻親しく，絶対'{';-のカをわが衷

に体験するのであるの……略……正しく比熱応宗教的秘

義 (mystery;mysterium)があるのではないか，超越

的，絶対的なるものが担体の生命の深奥に於て，永述

的，常往的なるものが時の流動の只中に於て，畑作Hこし

て体験されるととが可能となるのであろうか。ここに私

混はあらゆる酪識を見るのであるJねであると，ここに
私は，小原が，シ品ラィぉノレマヅヘルから!受けたのと持

ヒ位，波多野精ーの影響を受けていることを確認するも

のであるO

この賠越性と内在性について盟書を見るとまず神の内

在性を現わしていると問、われるものに rあなたがたは
神の2さであって，神の御撃が自分のうちに諮っているこ

とを知らないのかのもし人が，神の宮を破壊するなら，

神はその人を減ぼずであろうのなぜなら，神の富;ま離な

るものであり，そして，あなたがた;まその宮なのだから

であるoMJ rわれわれは神のうち~;':1:.札動払存在し

ているからである榊斗とがあるのといってもここだけと

いうのではないが， ヅJ.紹越性るご境わしている個所と

して詩篇139篇(交説文32)を例にとってみようむ

「主よ，汝は我をさぐり，我を知りたまえり，

汝iまわが坐るをも立つをも知り，また速くよ

わが思いをわきまえたもうむ

汝はわが歩むをも我がf;Rすともさぐりいだし，

わがもろもろのj設をことごとく知りたまえり。

そはわが舌にひとことありとも，

みよ，主上，汝ことごとく知りたもう。

:略

汝のみまえにはi1おきものをi認すことなく，夜も昼の

如くにかがやけれ

も光もことなることなし。

持よ，汝のもろもろの抑思いは，我にfi:きことし、か
ばかりぞや，

その御思いのすべくくりはいかに多きかな白

我これを数えんとすれども，その数は砂よりも多

し，

われ日さ台る時も，なお汝と共におる。

神よ，ねがわくば我をさぐりて，わが心合知り，

我をところみて，わがもろもろの患いを知りた

まえ合

額わくば我に，ょとしまなる道のありゃなしゃを見

て，

我をとこしえのj設にみちびきたまえのj

明書から神の内荘性と超雌性を学ぶということは不思

議である。しかし，この内在性iま小掠のいう内在性と拭

少なからず見なっている。小原は{凶々のすべてが神を内

に砲、め，それ自身が神となるというのに対して，聖書は

あくまでも上よりの梯きか:ナであり，上よりの去さみであ

るととを示しているのである。

シュラィェルマッヘノレ拭 f宗教諭Jの段[鴇では，宗教

をイエス・キリストと結びつけることを現舗にしていな

い草小原もまたイごじス・キリストを{自の宗教とi吟じよう

に考えているようである合しかし，キリスト教は飽のCR

教とは本質的な迷いを持っているのであるのそれはシュ

ラィェバ〆マッヘノレが言っているように r='ヤリスト教の
佑仰においては，一切はナザレのイエスに向って成就さ

れた救塾と結びついている点であるの-

人はキリストなくして神の働きを知ることはできな

し、神の現実世界における活動とは，まさにイぷス・キ

リストの活動自体を窓味する。キリストは持の唯一の啓

示であるの締j

。。
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持の紹結設と内在性を見ることによって，私たちはイ

ニじス・=ヤ 1)ストについて考えな;すればならなくなってき

たようであるの

やリスト教法イエス・キリストを待先どおとして神と私

たち人間との関部が保たれているのである。そこ

議イニじス・キリストのA責罪と救L、，愛の生活があるので

あるの

小限はイエス・キリストについてはあまり i論じていな

いが，次号では小原のイエス・キリスト観と，結{部て~小

原佑犬人が小原に与えた影響について論及して行こうと

思う。
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